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工具や金型、しゅう動部品の表面は低摩擦や耐摩耗性の向上を目的に高機能な硬質薄膜

がコーティングされている。特に炭素系材料であるダイヤモンドやダイヤモンドライク

カーボン（DLC）といった硬質膜は高硬度かつ低摩擦な材料のために高耐摩耗性の付与

や低摩擦化が可能な材料です。これらの材料のコーティングは一般的に 1μm/h 程度の成膜速度のため高

コストな処理になっています。我々はこれらの材料を高速で成長する新規コーティング法を確立するこ

とで低コストかつ高機能な表面の創製を進めています。本研究では、新規な高密度プラズマ生成法である

MVP 法を使用した窒化炭素（CNX）やアモルファス炭窒化ケイ素（a-SiCN）の超高速成膜や当研究室で

開発したホットチューブ CVD 法によるダイヤモンド膜の高速成膜に関する研究を進めています。 

ダイヤモンドの高速成長、複雑形状へのコーティングが可能です。DLC や炭窒化ケイ

素や窒化炭素膜の超高速成膜や複雑形状へのコーティングが可能です。 
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図 1 MVP法の成膜の様子          図 2 各種薄膜の概要 


